PGPLOT Example 11: Dodecahedron |



one point advice


one point advice
この例では PGLAB の第１，第２引数を空文字列('')にすることで、Ｘ，Ｙ軸のタイトルを描かず、第３引数だけを指定して図のタイトルだけを描いている。

one point advice
このサンプルでは、PGPT1 と PGLINE を駆使して、透過12面体(skeletal dodecahedron)を描く方法が紹介されています。

12面体の頂点を平面上に投影した座標値を逐次計算して、その位置に

　   CALL PGPT1(VERT(1,I)+0.2*ZZ,VERT(2,I)+0.3*ZZ,9)

で記号を描き、次に、隣り合う点(多面体の辺を形成する点)同士を判定しながら PGLINE により実線で結んでいます。最後の引数の"9"は、真ん中に点を伴った中空円(open circle)の指定を意味します。

ソースコードは pgex11.f です。

作図としては「点を打って線で結ぶ」という至って単純なことしかしていませんが、立体的な図を描く際の参考にはなるかも知れません。

黄色いメモ帳印のところをダブルクリックすると、各々の部分に関する簡単な説明が現れます。


